
〈茶  席〉 席主 ： 鵜飼小百合
〈朗 読〉 朗読・びと / いまいえつこ 
　　　   山本周五郎作品 鼓くらべ
〈ライブ〉 二胡 ： 中村ゆみこ

第１弾

14:00開演
（13:30開場）

10
18

月
日
日

第2弾
10
24

月
日
土

秋の奏  JAZZ
ジャズバイオリン：高橋誠　ピアノ・アコーディオン：ティト・モンテ

文化  融合企画
有松 茶の湯 ロマンの世界　朗読・二胡 ライブ

場　  所 ： 棚橋家住宅 （ 国登録有形文化財 ）  
　　　　　  有松・鳴海絞会館 西となり

チケット： 一般3,500円　シルバー（75歳以上）3,000円
　　　　 高校生・大学生  1,000円　小・中学生  500円

恒例のジャズバイオリン 高橋誠、ピアノ・アコーディオン
ティト・モンテが奏でるロマンティックな音色が今年も有松の
秋を彩ります。

お茶席の魅力を体験＆二胡の哀愁あふれる演奏をお楽しみください。

お茶席 ・朗読・ニ胡ライブ
① 10：30～11:40　② 13:30～14:40　〔 お茶席 30分 ・ サロンライブ 30分　毎回20名様限定 〕

主催 ： 有松町家ライブ実行委員会　　協力 ： （公財）名古屋市文化振興事業団　緑文化小劇場　 一般社団法人音楽・アートプロジェクト

2026 有松町家ライブ 晩秋スぺシャル企画

場　  所 ： 棚橋家住宅 （ 国登録有形文化財 ）  有松・鳴海絞会館 西となり
チケット： 和菓子おもてなし付き ・ 椅子席あり
　　　　  一般  3,500円　シルバー（７５歳以上）  3,000円　 高校生・大学生  2,000円 　小・中学生  1,000円

〈お点前〉  和菓子とお抹茶をいただきながら作法と茶の湯の
文化に触れていただきます。
楽しいトークと朗読・二胡の響きが心にしみわたります。

チケット販売 ・ 問い合わせは 裏面をご覧ください

二胡 ： 中村ゆみこ 朗読 ： いまいえつこ

ジャズバイオリン：高橋誠 ピアノ・アコーディオン：ティト・モンテ



次回予告

棚橋家住宅  （国登録有形文化財）
古い町並みが残る有松にある国有形文化財に登録された町家。建物は、有松を代表する絞り問屋
服部家住宅の遺構。服部家は、慶長13年（1608）の有松開村の際、知多郡阿久比村から移住した家系
で、屋号は「大井桁(おおいげた)屋」。昭和7年（1932）、棚橋龍三氏が名古屋医科大学（現、名古屋大学
医学部）の医局より派遣されて有松で開業することになり、翌年、空き家となっていた大井桁服部家の

建物で開業したことに始まる。昭和25年（1950）、棚橋家は服部家から屋敷地を購入、登録文化財申請の調査により、「明治
八年五月吉日」の地鎮、定礎を記した棟札が確認され、建設年代が明らかになった。有松の大店の構成を今に伝えている。
                                                                                                                                       　　参考資料：愛知県文化財ナビ愛知

〈 チケット販売 〉　発売日9月9 日（水）
● 有松町家ライブ  （ https://www.m-a-pjt.com/arimatsu-machiya-live）
● mail : live@b-star.jp
● 緑文化小劇場  052-879-6006  9:00～20:00（土・日・祝9:00～17:00）・月曜休 ※祝日に当たる場合はその翌日
　 名古屋市文化振興事業団が管理運営する施設窓口でもお求めいただけます。　
● 名古屋市文化振興事業団チケットガイド  052-249-9387 （平日9:00～17:00）

〈 問い合わせ 〉 090-2613-5563 （ 有松町家ライブ実行委員会　担当 熊田 ）

website

10月18日(日)  【 秋の奏  JAZZ 】

10月24日(土)  【 有松 茶の湯 ロマンの世界　朗読・二胡 ライブ 】

2026有松町家ライブ 晩秋スぺシャル企画

2026有松町家ライブ 晩秋スぺシャル企画    第3弾

11月8日（日）14:00開演（13:30開場）
藍の色  あいの音  ピアノ尺八インフィンティ
尺八・篠笛：山口整萌　ピアノ：小瀧俊治　

いまいえつこ　朗読

1947年 京都府に生まれる。朗読歴三十数年。
2019年.20年 "古典の日朗読コンテスト"で、宇治市長賞を受賞。
サロン朗読会、ボランティア朗読、図書館での朗読、YouTubeでの発信を行う。

高橋 誠　ジャズヴァイオリン

ヨーロッパの民族音楽をベースに、オリジナルの世界を繰り広げるジプシー系ヴァイオリニスト。
クラシックの高いテクニックとジャズの即興性を兼ね備え、ジプシー音楽の情熱、悲しみ、喜びを表現
する。日本国内ではまだ数少ないジャズ的インプロヴィゼイション（即興演奏）奏者。

ティト・モンテ　アコーディオン・ピアノ
国立音楽大学卒業。在学中よりジャズを含めたジャンルを越えた演奏経験を積む。現在はクラシック的な
表現や情熱を土台に置き、ジャジーでポップな演奏を得意とする。
CM音楽なども手がけ幅広い分野で活躍中。

中村ゆみこ　二胡
深みのある東洋的な美しい音色の中国伝統民族楽器”二胡”に出会い、二胡をソロ楽曲のみならず、
いち”弦楽器”として見せる新しいアジアの弦の風を吹かそうと模索している。
教室運営にも積極的で、８教室・計１３０名の生徒を持つ。岡崎市岡崎城二胡教室講師・胡之音会主宰。

名古屋市文化振興事業団友の会、障がい者手帳等をお持ちの方は一般料金の1割引。
・事業団チケットガイド及び事業団が管理運営する施設窓口での取り扱いのみ。
・障がい者手帳をお持ちの方は、付添1名まで割引価格でお求めいただけます。


